
 

平成 30年度機能評価結果（概要） 

長野赤十字病院 

 

＜特に良好な事項＞ 

○ バランススコアカードを利用した病院全体 

 

○ 各部署における PDCAサイクルの確保の体制 

 

○ がん診療に関する専門資格の取得等、院内のキャリア形成体制 

 

 

＜さらなる質の向上のため可能であれば検討をお願いする事項＞ 

○ 地域連携クリティカルパスの運用体制の再検討 

 

○ 腫瘍内科医等の専門医が介入できる薬物療法の体制 

 

○ 新規レジメン導入時の地域の薬剤師会への情報提供、注意喚起 

 

○ 分析データの選定や保存媒体の統一、データの集約化等のデータマネジメント 

 

○ 緩和ケア外来における看護師の同席率の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

長野市民病院 

 

＜特に良好な事項＞ 

○ 多職種参加及び症例を拾い上げる総合キャンサーボードの体制 

○ 簡素化により患者自身が直接記入できるスクリーニング手法 

○ 放射線治療における二重認証体制の整備及び画像誘導小線源治療が導入 

○ 相談支援センターの国立がん研究センターの認定 

○ 就労支援への積極的な取り組み 

   

＜指定要件の充足に関して対応をお願いする事項＞ 

○ 臨床研究法に則った体制整備 

  

＜さらなる質の向上のため可能であれば検討をお願いする事項＞ 

○ 各分野のキャンサーボードの記録体制 

○ 緩和ケア担当医師の必要に応じた各分野のキャンサーボードへの参加 

○ 放射線診断担当医師の総合キャンサーボードへの参加 

○ 地域連携クリティカルパスの運用体制の再検討 

  



 

北信総合病院 

 

＜特に良好な事項＞ 

○ 薬物療法のばく露対策 

○ 地域の薬剤師会と定期的な勉強会 

○ グループ指定である長野赤十字病院との連携体制 

＜指定要件の充足に関して対応をお願いする事項＞ 

○ 放射線治療に関する PDCA サイクルの確保 

○ 定期的な苦痛のスクリーニング体制 

○ 緩和ケア及び相談支援の体制の再確認、見直し 

＜さらなる質の向上のため可能であれば検討をお願いする事項＞  

○ 外来化学療法室における多職種カンファレンスの実施 

○ 急変時対応のシミュレーションの実施 

○ 院内のキャリア形成体制 

○ 緩和ケア研修会の受講率向上 

○ がん登録のデータ保管方法 


